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小学校では次年度より、中学校ではその１年後から「新学習指導要領」が
完全実施されます。その中では、「言語活動の充実」が新たに掲げられていま
す。
後志教育研修センター「学習指導及び校内研修研究委員会」では、「確かな
学力」の向上のためには、個に応じた指導をより一層工夫しながら基礎基本
の確実な定着を図り、指導と一体化した評価を行っていくことはもちろん、
併せて発展的な学習の場を設けて、一人一人の個性などに応じて子どもの力
をより伸ばすことも重要であると考えました。
そこで、「確かな学力」の向上に向けて、創意・工夫を生かした取り組みを

どう進めるかなどについて、実践的な研究を推進してきました。
今年度は、三カ年計画の初年度として、「学習指導」では、「言語活動」を

授業の中でどのように位置づけていくか。「校内研修」では、後志管内の校内
研修の実態把握を行いました。成果と課題を明らかにして、次年度に向けて
研究を進めていきたいと思います。


